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まちづくり勉強会では、これまで地区全体のまちづくりについて検討を進め、昨年度、取

りまとめた「まちづくり計画（案）」について、６月末よりアンケート調査を実施しまし

た。その結果が以下の通り、まとまりましたのでご報告します。 

皆様から多くのご意見を頂き、ありがとうございました。今後も、皆様のご意見を頂きな

がら、芝第２・第５地区のまちづくりを進めて参りますので、ご協力お願いいたします。 

＜アンケート調査概要＞ 

○目 的：勉強会で取りまとめたまちづくり計画（案）（骨格道路や公園、まちのルール

などの検討内容）について、地元の皆様のご意見をお聞きするため。 

○対 象 者：芝第２・第５地区にお住まいの方、土地・建物をお持ちの方（計 3,080 名） 

○調 査 方 法：無記名式 

○調 査 期 間：平成 26 年 6 月 26 日～10 月 1 日 

○回 収 結 果：回収数 327 名／3,080 名（10.6％） 

 芝第２・第５地区 まちづくり勉強会ニュース 11 号 平成 26 年 11 月 

芝第２・第５地区のアンケート調査にご協力ありがとうございました! 

〈アンケート調査結果概要〉 

詳しいアンケート結果については、次のページ以降をご覧下さい。 

・地区全体のまちづくりの方針について   

     「良い」 「おおむね良い」  
・まちの骨格道路・公園の整備について  

     「良い」 「おおむね良い」  
・地区全体のまちのルールについて 

     「良いと思う」        

●まちづくり計画（案）におおむねご賛同いただけました。 

約９割 

約９割 

約８割 

■地区全体のまちづくりの方針について  

■まちの骨格道路・公園の整備について  

■地区全体のまちのルールについて 

①建築物の用途の制限 

②建築物の高さの制限 

③道路や隣接地と建物の間隔 

④敷地面積の最低限度 

⑤建築物の色彩の制限 

⑥垣またはさくの構造 

⑦燃えにくい建物 

0   20  40  60  80   100 

 

良いと思う 改善すべき その他 無回答 

無回答 

9 名（2.8％） 
その他 

8 名（2.4％） 

改善すべき 

点がある 

31 名 

（9.5％） 良いと思う 

163 名 

（49.8％） おおむね 

良いと思う 

116 名 

（35.5％） 

無回答 

8 名（2.4％） 

その他 

10 名 

（3.1％） 
改善すべき 

点がある 

25 名 

 （7.6％） 

良いと思う 

205 名 

（62.7％） 

おおむね 

良いと思う 

79 名 

（24.2％） 87.1％ 

84.1％ 

80.4％ 

80.4％ 

84.4％ 

80.7％ 

84.7％ 
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2．まちづくり勉強会の活動について 

1．ご回答していただいた方について 

年齢 

60歳以上が約６割 

無回答 

14 名（4.3％） 

30 歳未満 

3 名（0.9％） 

40 代 

33 名 

（10.１％） 

50 代 

51 名 

（15.6％） 

60 代 

92 名 

（28.１％） 

70 代 

69 名 

（21.1％） 

80 代 

28 名 

（8.6％） 

90 代 

3 名 

（0.9％） 

居住年数 

30年以上が約５割 

性別 

男性 

190 名 

（58.１％） 

女性 

117 名 

（35.8％） 

無回答 

20 名（6.1％） 

無回答 

17 名（5.2％） 

30 年以上 

170 名 

（52.0％） 

15～30 年くらい 

43 名（13.2％） 

10～15 年くらい 

22 名（6.7％） 

5～10 年くらい 

22 名（6.7％） 

5 年以内 

41 名 

（12.5％） 

その他 

12 名（3.7％） 

男性が約６割 

お住まいの町会 土地や建物について 

① 土地・建物の所有 ② 建物について 

「土地・建物とも自己 
所有」が約７割 

「戸建住宅」が約７割 

芝塚越 

42 名 

（12.8％） 

田中 

60 名 

（18.3％） 

芝樋ノ爪 

12 名 

（3.7％） 
芝峰町 

63 名 

（19.3％） 

辻 

44 名 

（13.4％） 

宮根 

50 名 

（15.3％） 

芝神戸 

28 名 

（8.6％） 

無回答 

19 名（5.8％） 
分からない 

9 名（2.8％） 

土地・建物 

240 名 

（73.4％） 
土地のみ 

（自己活用） 

9 名（2.8％） 

土地のみ 

（貸している） 

1 名（0.3％） 

無回答 

17 名（5.2％） 

建物のみ 

20 名

（6.1％） 

持っていない 

40 名（12.2％） 

①勉強会の活動の認知度 

知っている方が約8割 

②まちづくりニュースの認知度 

「読んだことがある」約7割 

戸建住宅 

238 名 

（72.7％） 

無回答 

12 名（3.7％） 

貸家 

15 名 

（4.6％） 

共同住宅 

（分譲） 

10 名 

（3.1％） 

共同住宅 

（分譲以外） 

31 名（9.5％） 

その他 

8 名（2.4％） 

専用建物 3 名（0.9％） 

併用建物 

10 名（3.1％） 

知っている 

176 名 

（53.8％） 
勉強会が発足した

ことは知っている 

75 名 

（22.9％） 

このアンケートで、

初めて知った 

62 名 

（19.0％） 

無回答 

14 名（4.3％） 

毎回読んでいる 

96 名 

（29.4％） 

何度か読んだ

ことはある 

143 名 

（43.7％） 

読んだことが 

ない 

70 名 

（21.4％） 

無回答 

18 名（5.5％） 

30 代 

34 名（10.4％） 
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【まちづくりの方針】 

全面的な土地区画整理事業は見直し、優先度の

高い課題（防災上の課題、交通安全上の課題な

ど）から段階的に、いくつかの新たな事業手法を

組み合わせて、整備を進めていきます。 

3．地区全体のまちづくりの方針について 

4．まちの骨格道路と公園について 

「良いと思う」「おおむね良い
と思う」が約9割 

【まちの骨格道路】 

子供たちが安全に登校できるような歩道付き道路

と消防車が入れる道路として１２路線の幅員と線形

を計画しました。 

【公園】      

「ふれあいある緑豊かなまち」とするために、既

存公園の拡大と公園が少ない街区には新規公園を検

討していきます。 

■土地・建物がまちの骨格道路と面して

いるかについて 

 

 

  

 

 

 

 

２ 

３ 

５ 

４ 

８ 

９ 

６ １ 

12 

11 

10 

７ 

無回答 

8 名（2.4％） 

その他 

10 名 

（3.1％） 
改善すべき 

点がある 

25 名 

 （7.6％） 

良いと思う 

205 名 

（62.7％） 
おおむね 

良いと思う 

79 名 

（24.2％） 

無回答 

9 名（2.8％） 
その他 

8 名（2.4％） 

改善すべき 

点がある 

31 名 

（9.5％） 良いと思う 

163 名 

（49.8％） おおむね 

良いと思う 

116 名 

（35.5％） 

「面している」「面していない」
で二分した 

「良いと思う」「おおむね良い
と思う」が約9割 

面している 

129 名 

  （39.4％） 

面していない 

149 名 

  （45.6％） 

無回答 

9 名（2.8％） 

判断できない 

17 名（5.2％） 

地区内に土地・建物

を所有していない 

23 名（7.0％） 

整備事項 主な手法 

都市計画道路の整備 

【最優先】 

街路事業（用地買収）、あ

るいは沿道整備街路事業

等（用地買収＋土地入替） 

まちの骨格道路・公園等

の整備 

住宅市街地総合整備事業

（住市総事業） 

地区全体のまちのルール 地区計画 

番号 幅員 骨格道路 歩道 番号 幅員 骨格道路 歩道 

1 ８ｍ 1 号線 片側 7 ９ｍ ７号線 片側 

2 ９ｍ 2 号線 片側 8 ９ｍ ８号線 片側 

3 ６ｍ 3 号線 － 9 ９ｍ ９号線 片側 

4 ８ｍ 4 号線 片側 10 １１ｍ １０号線 両側 

5 ８ｍ 5 号線 片側 11 ８ｍ １１号線 片側 

6 ９ｍ 6 号線 片側 12 9.45ｍ １２号線 － 

●区画整理事業に代わる新たな事業手法 
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5．地区全体のまちのルールについて 

〈まちのルールの目標と方針〉 

良いと思う 

289 名 

 （88.3％） 

「良いと思う」が約9割 

改善すべき

点がある 

16 名 

（4.9％） 

無回答 

12 名 

（3.7％） 

その他 

10 名 

（3.1％） 

①建築物の用途の制限（案）について 

■土地・建物の区域について 

住宅地区 

228 名 

  （69.7％） 

「住宅地区」が約7割 

無回答 

16 名（4.9％） 

沿道地区 A 

70 名 

（21.4％） 

沿道地区 B 

13 名 

（4.0％） 

改善すべき点

がある 

16 名 

（4.9％） 

良いと思う 

285 名 

  （87.1％） 

無回答 

17 名（5.2％） 

その他 

9 名 

  （2.8％） 

■まちのルールの目標と方針について 

【沿道地区Ａ、住宅地区】 

・３,０００㎡以下のホテル・旅館 

・葬祭場 

【沿道地区Ｂ】 

・ホテル、旅館、葬祭場 

・マージャン屋、ぱちんこ屋 

【目標】：「災害に強く安全で安心して暮らせるふれあいある緑豊かなまち」 

【方針】：（住宅地区）    静かで落ち着いた低層戸建て住宅環境の維持を図りつつ、住環境の

改善を進める地区とする。 

     （沿道地区 A・B） 沿道立地の利便性の高い住宅地として誘導すると共に、後背の低層住

宅地との調和に配慮した建物の高さ規制、建物の不燃化などを規制誘

導する地区とする。 

住宅地区 

住宅地区 

沿道地区Ｂ 

沿道地区Ａ 

「良いと思う」が約9割    

長徳寺 

芝小学校 
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【敷地規模２００㎡以上】 

・隣地境界線から１.０ｍ以上後退 

【敷地規模１５０㎡以上２００㎡未満】 

・隣地境界線から７５ｃｍ以上後退 

【敷地規模１５０㎡未満】 

・隣地境界線から５０ｃｍ以上後退 

5．地区全体のまちのルールについて（続き） 

②建築物の高さの制限（案）について 

「良いと思う」 
が約8割 

③地区全体の道路や隣接地と建物の間隔の制限（案）について 

●全域 

「良いと思う」が約8割 

④地区全体の敷地面積の最低限度の制限（案）について 

・分割時に 100 ㎡未満にすることを制限。 

※ただし、制限がかかる前に 
１００㎡未満である土地等は除く。 

●全域 

良いと思う 

263 名 

（80.4％） 

改善すべき 

点がある 

22 名 

 （6.7％） 

「良いと思う」が約8割 

その他 

14 名（4.3％） 

無回答 

28 名（8.6％） 

「１５０㎡未満」が約５割 

隣地との間隔

をあける。（道

路面は除く） 

【沿道地区Ａ・Ｂ】 

・最大 １６ｍ（４～５階建て） 

【住宅地区】 

・最大 １０ｍ（２～３階建て） 

※ルール策定前の100㎡未満の敷地等は適用外。 

※公共・公益施設の用地として譲渡したことにより、 

１００㎡未満となる敷地も適用外。 

※公共・公益施設のための用地とする場合は、敷地を

１００㎡以下の土地に分割することを認める。 

その他 

7 名 

（2.1％） 

無回答 

17 名（5.2％） 

改善すべき点

がある 

28 名 

（8.6％） 

良いと思う 

275 名 

  （84.1％） 

無回答 

28 名（8.6％） 
その他 

5 名 

  （1.5％） 

良いと思う 

263 名 

  （80.4％） 

改善すべき 

点がある 

31 名 

（9.5％） 

■建物の敷地規模について 

無回答 

17 名（5.2％） 
複数所有している 

17 名（5.2％） 

所有していない 

46 名（14.1％） 
150 ㎡ 

未満 

169 名 

（5１.6％） 

200 ㎡以上 

51 名 

（15.6％） 

150 ㎡以上 

200 ㎡未満 

27 名（8.3％） 
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5．地区全体のまちのルールについて（続き） 

⑤地区全体の建築物の色彩の制限（案）について 

●全域 

・建築物等の色彩は「川口市景観計画」の色彩

基準に配慮したものとする。 

・屋外広告物は、道路境界線を越えて設置して

はならないものとする。 

良いと思う 

276 名 

  （84.4％） 

改善すべき

点がある 

22 名 

（6.7％） 

その他 

9 名 

（2.8％） 

無回答 

20 名 

（6.1％） 

「良いと思う」が約8割 

⑥地区全体の垣またはさくの構造の制限（案）について 

●全域 

・道路に面する側は、生垣又は１.５ｍ以下の透

視可能な構造。 

・フェンス等の基礎で高さ６０cm 以下のもの。

（門柱・門扉は除く。） 

 

※塀・基礎の高さは、敷地の地盤面から

の高さとする。 

「良いと思う」が約8割 
 

建物の外壁や屋根の色彩はまちの個性に
なりますが、周囲から突出するような派手な色
彩を用いた建物は、まち並みになじみません。 

《現在のルール》 

・川口市の景観計画により敷地面積５００㎡以上、又は

建物高さ１０ｍを超える場合は、色彩の制限が設けら

れています。 

・敷地規模５００㎡未満で、建物高さ１０ｍ以下の場合

は、制限がありません。 

その他 

8 名 

（2.5％） 
改善すべき

点がある 

32 名 

（9.8％） 

無回答 

23 名 

（7.0％） 

良いと思う 

264 名 

（80.7％） 
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⑦地区全体の燃えにくい建物の制限（案）（準防火地域の指定）について 

●地区全域を準防火地域に指定する。 

【準防火地域指定による建物の構造の制限】 

住宅を新築する場合や増改築する場合、隣地境界線から１階は３ｍ以内、２階以

上は５ｍ以内の距離にある建物の開口部、屋根、外壁や軒裏等の延焼の恐れのあ

る部分を燃えにくい構造にする必要があります。 

屋根：瓦、金属板 延焼の恐れの

ある部分 

開口部③

（玄関扉）：

鉄製または

防火認定を

受けたもの 

外壁及び軒裏： 

防火構造仕様 

開口部①（窓）： 

防火戸（網入り

ガラス） 

開口部②（換気扇）： 

ダンパー入り換気扇 
「良いと思う」が約8割 

良いと思う 

277 名 

（84.7％） 

改善すべ 

き点がある 

21 名 

（6.4％） 

無回答 23 名 

（7.0％） 

その他 

6 名 

（1.9％） 

5．地区全体のまちのルールについて（続き） 

■各設問でいただいたご意見の数 

アンケートの問１から問３までの設問の「おおむね良い（問 1-1 のみの選択肢）」「改善

すべき点がある」、「その他」の選択肢には自由回答欄を設けました。 

各設問の自由回答欄でのご意見の数を下記にまとめました。「改善すべき点がある」とご提

案いただいた部分については、今後の検討材料と致します。 

自由記述欄のご意見 

問 1-1 まちづくりの方針 

問 2-1 骨格道路・公園 

問 3-2  まちのルール目標・方針 

問 3-3  ①建築物の用途 

問 3-4  ②建築物の高さの制限 

問 3-6  ③道路や隣接地と建物の間隔 

問 3-8   ⑤建築物の色彩の制限 

問 3-9   ⑥垣またはさくの構造 

問 3-10  

問 3-7   ④敷地面積の最低限度 

おおむね良い 改善すべき その他 

問 3-３、４、

６～１０ 

まちのルール 

図：埼玉県 HP「防火地域、準防火地域指定パンフレット」より  

⑦燃えにくい建物 
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■いただいたご意見の数（自由記述欄） 

まちづくり計画案

について 

整備の進め方に

ついて 

都市計画道路 

骨格道路 

その他道路 

公園 

まちのルール 

整備の進め方 

０  ５  １０  １５  ２０  ２５ 

地区のまちづくり全般について 

アンケート・勉強会について 

その他 

早期整備 

７ 

７ 

７ 

７ 

７ 

３ 

１５ 

２０ 

１７ 

１８ 

アンケート末尾の自由記述欄で頂いた意見を内容別に整理すると、「早期整備」を望む

ご意見が最多でした。 

お問い合わせ 
発  行
事 務 局
住  所

Ｔ Ｅ Ｌ 
 

 

今後の勉強会活動は、主にまちの骨

格道路とまちのルールの２つの軸で進め

ていきます。 

骨格道路については、路線別説明会を

開催し、各路線の整備について具体的に

検討します。 

まちのルールについては、都市計画決

定手続き（市の手続き）を行い、ルール

化していきます。あわせて、まちのルー

ルについて周知を図っていきます。 

アンケート調査結果について、まちづくり勉強会（10 月開催）

で確認し、「まちづくり計画（地元案）」としました。 

今後、勉強会から市へ提出された「まちづくり計画（地元案）」

を市が確認し、「まちづくり計画」とします。 

芝第２・第５地区全体のまちづくりの計画をまとめた「まちづ

くり計画」を基に、各整備項目について、検討や手続きを進めて

いきます。 

●アンケート結果からまちづくり計画（案）をまちづくり計画とします。 

●まちのルール化に向けた手続き、骨格道路の具体的な検討に入っていきます。 

今後のスケジュールについて 

■まちづくり計画 


